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今春4 月、小学校に入学する児童の健康診断が、さる1月18日

から市内の各小学校で行なわれました。 （写真は南小学校で） 元気に 入学を 
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市 の 人 口 

52,402人 

一
月
三

一
日
 

（月
）
吹
電

九
時
登
庁
、
 

船
水
、
三
浦
、
 

』
庁

」鯵
隷
 

？吹
雪の
中
を
毘
熊

雄
 

民
十
時
か
ら
の
広
域
新
農
業
セ
ン
 

士
エ
 
ー
 

ー
 
‘
ー
一
J
 

『
タ
ー
第
三
回
農
業
短
期
大
学
開
 
 

校
式
に
臨
む
。
 

私
か
ら
は
、
去
る
一
月
二
三

日
か
ら
三
〇
日
ま
で
出
稼
ぎ
現

地
激
励
訪
問
行
の
所
感
と
し

て

建
設
、
製
造
業
と
も
軒
並
み
時

間
外
作
業
に
入
っ

て
お
り
、
中

に
は
十
二
時
間
、
十
三
時
間
の

連
続
勤
務
の
き
び
し

い
現
地
の

実
態
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も

に
、
希
わ
く
ば
出
稼
を
な
く
す
 
 

る
た
め

e
高
生
産
性
農
業
を
め

ぎ
し
て
十
分
研
修
さ
れ
る
こ
と

を
申
し
上
げ
た
。
 

な
お
、
今
回
か
ら
二
月
四
日

の
閉
校
日
に
は
修
了
証
書
を
差

し
上
げ
る
こ
と
と
し
、
追
っ
て

三
年
連
続
の
受
講
者
に
対
し
て

は
、
農
業
指
導
士
の
称
号
を
与

え
る
と
と
も
に
、
国
内
、
国
外

研
修
に
対
す
る
助
成
の
要
綱
案

を
発
表
し
た
。
 

帰
庁
し
て
、
日
本
青
年
協
会

が
ブ
ラ
ジ
ル
農
業
視
察
に
派
遣
 
 

す
る
木
村
正
俊
氏
を
囲
ん
で
、
 

小
栗
山
三
郎
、
泉
谷
正
志
の
両

氏
と
と
も
に
今
回
の
壮
途
を
歓

び
あ
っ
た
。
 

一
時
半
か
ら
第
二
委
員
会
室

で
豪
雪
対
策
に

つ
い
て
の
市
議

会
各
派
交
渉
会
に
出
席
。
 

一
月
二
〇
日
現
在
の
積
雪
量

一
一
八

m
は
、
去
る
四
九
年
豪

雪
時
の
九
〇

mを
は
る
か
に
上

回
る
も
の
で
、
除
排
雪
の
費
用

は
既
決
予
算
が
二
三
日
で
底
を

つ
き
、
三
月
ま
で
に
は
優
に
三
 
 

倍
を
越
え
る
見
込
み
で
あ
り
、
 

ま
た
、
今
年
度
の
低
温
被
害
農

家
に
対
す
る
天
災
融
資
法
に
よ

る
融
資
が
確
定
し
、
そ
の
利
子

補
給
、
損
失
補
償
等
の
予
算
措

置
に

つ
い
て
緊
急
に
お
集
ま
り

を
願
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
 

十
分
話
し
合
い
の
結
果
、
予

算
の
専
決
に

つ
い
て
の
ご
了
承

を
い
た
だ
き
、
終
っ
て
た
だ
ち

に
関
係
各
課
に
除
排
雪
の
万
全
 

を
期
す
る
よ
う
、
ま
た
、
出
稼

ぎ
留
守
家
虚
』
の雪
お
ろ
し
に
つ
 

い
て
は
、
緊
急
パ
 

ト
ロ
ー
ル
を
し
適
 

切
な
対
策
を
た
て
 

る
こ
と
を
強
く
指

示
。
 

●

ご
は
ん
を
た
べ

る
と
き
、
お
父
さ

ん
の
と
こ
ろ
が
ガ

ラ
ン
 

と
あ

い
て
い
る
。
 

（太
田
久
美
子
）
 

出
稼
文
集
ク
津

軽
ッ
子
《
よ
り
 

．
い
つ
の
日
か
止

ま
る
出
稼
ぎ
老
え

の
わ
れ
農
政
つ
ぶ

や
き
こ
ぶ
し
と
な

り
ぬ
。
 

（斎
藤
由
雄
）
 

◇

◇
 
◇
 

り
4

ん
ーそ
邑
 

記
 

n
W』

 

れ
 

プ
 



の
 

そ
 

前
号
の
指
定
工
事
店
の
欄

で
お
知
ら
せ
し
た
通
り
水
道
 

（
給水
装
置
）
を
新
設
し
た

り
改
造
す
る
等
、
水
道
に
関

す
る
一
切
の
工
事
は
、
市
が

指
定
し
て
い
る
業
者
で
な
け
 

、
 

生
活
環
境
 

パ
ト

ロ
ー
ル
本
部
 

住
み
よ
い
 

環
境
づ
く
り
に
 
でんわ 

(5)14 14 

乙
 
製
姉

表
腿
詳

（
日）で
す
／
 

＠
投
票
所
入
場
券
は
、
配
布
し

て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
次
の
事

項
を
注
意
し
て
、
お
気
軽
に
あ

な
た
の
投
票
所
へ
お
出
で
下
さ
 

投
票
時
間
 
午
前
七
時
か
ら
午

後
六
時
ま
で
 

年
令
要
件
 
昭
和
三
十

二
年
三

月
七
日
以
前
に
生
れ
た
方
 

住
所
要
件
 
昭
和
五
十

一
年
十

一
月
十
四
日
ま
で
に
五
所
川
原

市
の
住
民
基
本
台
帳

へ
登
録
の

届
出
を
し
、
引
き
続
き
居
住
し

て
い
る
方
 

市
内
転
居
者
 
昭

和
五
十
二
年

二
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
二
年

三
月
五
日
ま
で
に
転
居
届
を
し

た
方
は
前
住
所

の
投
票
所
で
す

＠
不
在
者
投
票
は
、
次
の
よ
う
 

〇
病
院
等
に
大
院
中
又
は
入

院
予
定
の
方
 

o
投
票
日
の
頃
出
産
予
定
の

方
 不

在
者
投
票
期
間
は
、

二
月

二
十
四
日
か
ら
三
月
五
日
ま
で

毎
日
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午

後
五
時
ま
で
で
す
。
 
（土
、
日

曜
日
も
同
じ
）
 

⑥
そ
の
他
選
挙
に

関
し
て
疑
問

な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
選
挙
管

理
委
員
会
に
お
間
い
合
せ
下
さ
 

い
。
 

電
話
五
局
二
一
一
一
 
内
線

三
二
七
、
三
二
八
、
三
二
九
、
 

三
三
〇
番
、
五
所
川
原
市
選
挙

管
理
委
員
会
。
 

市政にあなたの
ー  票を 
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小曲
集会

所 

中泉

集会

所 

梅 

沢 支 

所 

俵 元 公 

民館 

前
田
野
目
公
民
館
 

高
野
公

民

館

羽
野
木
沢
小
学
校
 

長
富
集
会

所
 

毘
沙

門
小
学

校
 

戸
沢

集
会
所
 

浅
井

集
会
所
 

松
野

木

小
学
校

野

里
小
学
校

飯
詰

公

民
館

飯
 
詰
 
支
 
所
 

藻

川

小
学

校
 

三
好

中

学
校
 

高
瀬
公

民
館
 

小 曲 
中
 
泉
 

梅
 
田
 

俵
元
、
原
子
（
紅
葉
）
 
 

前
川
野
目
 

高
野
、
持
子
沢
 

原
子
、
羽
野
木
沢
 

長
 
富
 

毘
沙
門
 

戸
沢
（
石
田
坂
、
平
町
）
 
 

浅
 
井
 

松
 
野
 
ト
五
南
 

野
 
里
 
村
本
下
 

木
 
、
 
、
松
、
 

一
 
神
 
右
、
中
 

大
 
山
 

H］
影
下
 

開
 
、
 
、
日
、
 

福
 
一
沢
北
 

福
 
山
 
部
、
下
 

岡
 
、
～

J寺
、
 

豊
 
福
町
大
 

若
 
成
 
泉
、
日
 

山
 
一
下
町
 

興
隆
、
朝
日
、
坂
上
南
新
、
北
新
、
中
町
、
下
町
、
伝
助
町
、
新
 

町
，
大
町
、
沢
田
、白
旗
、
清
野
，
福
泉

（
一部
）
石
田

（
一
部
）
 
 

ー
 
一
岩
、
 

部
崎
大
 

一
、
正
 

上
町
 
町
、
 
、
皆
 
西
瀬
 
岩
、
 
崎
味
 
、
噌
 
長
ケ
 
坂
沢
 

藻
 
川
 

高
 
瀬
 

鶴
ケ
岡
（
福
井
）
 
 

な
事
情
の
方
が
で
き
ま
す
の
で

印
鑑
を
持
参
し
て
、
 

選
挙
管
理
 

稼
ぎ
な
ど
、
止
む
を
得
な
い
用

務
で
、
自
分
の
属
す
 

る
投
票
区
 

委
員
会

へ
 

お
出
で
下
さ

い
。
 

〇
投
票
当

日
、
出
張
と
か
出
 

の
区
域
外

に
出
る
方
又
は

す
で
 

に
出
て
い
る
方
 

に
合
致
し

て
い
る
か
を
審
査
 
」
 

し
、
工
事
施
工
を
承
認
し
ま
 
。
 

す
c
 

仁

工
事
が
完
成
し
て
、
水
道
！

を
使
用
す
る
と
き
は
、
水
道
 
七

課
の
工
事
検
査
に
合
格
し
な
」
 

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
 
七

検
査
は
、
施
工
内
容
、
水
質
？

水
圧
な
ど
を
チ
エ
ッ
ク
し
、
 
！

使
用
者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し

『
 

て
使
え
る
よ
う
確
認
す
る
も
七

の
で
す
c
 

七

一
般
に
家
を
新
築
す
る
際
『
 

水
道
工
事
も
大
工
さ
ん
？
 

に

一
任
す
る
ケ
ー
ス
が
多
 
七
 

耳
職
義
無
 

道
 
ま
す
の
で
、

直
接
本
人
が

く
 
指

定
業
者
に
申
し
込
む
こ

リ
 

と
が
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
 

一
 

り
ま
す
c
 

等
 

指
定
業
者
は
、
申
込
者

に
か
わ
っ
て
設
計
書
の
作

成
を
は
じ
め
、
必
要
な
書

類
を
そ
ろ
え
て
水
道
課
へ

申
請
し

て
く
れ
ま
す
。
 

な
お
、
市
指
定
水
道
業

者
の
事
業
所
名
、
所
在
地

等
は
昨
年

の
十

一
月
十
五

日
号
の
こ
の
欄
で
報
じ
て

い
る
の
で
参
考
に
供
し
て
く
 

郵
一
 

れ
ば
施
工
で
き
ま
せ
ん
。
 

こ
れ
は
、
皆
さ
ん
の
財

産
と
な
る
水
道
を
所
定
の

構
造
と
材
質
で
設
け
る
ほ

か
、
衛
生
的
に
も
安
心
し

て
水
道
を
使
え
る
よ
う
に

す
る
た
め
、
資
格
要
件
を

具
備
し
て
い
る
業
者
を
指

定
し
て
い
る
も
の
で
す
。
 

家
屋
を
新
築
し
て
、
水

道
を
正
常
に
使
用
し
て
い

て
三
ケ
月
以
内
に
故
障
し

た
場
合
も
、
施
工
し
た
業

者
の
負
担
で
や

り
直
し
を

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
 

水
道
工
事
を

す
る
と
き

は
、
設
計
図
を
は
じ
め
、
 

必
要
事
項
を
記
入
し
た
申
請

書
を
水
道
課

へ
提
出
し
工
事

の
承
認
の
順
序
を
経
ま
す
。
 

水
道
課
は
、

こ
れ
ら
の
申

請
書
を
も
と
に
、
給
水
装
置

の
構
造
や
材
質
な
ど
が
規
格

b

i
 

か
 

【
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“
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認
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o
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来
る
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‘
 
行
動
し
、
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ご
く
敏
感
で
あ
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”
本
種
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片
 

」
 
五
所
川
原
市
内
で
は
、
こ
 

の
周
囲
か
ら
後
首
に
か
け
、
 

と
き
は
上
空
を
数
回
ま
わ
っ
 叫
 

《
の
季
節
に
飯
詰
味
噌
ケ
沢
の
 
金

属
光
沢
の
あ
る
暗
緑
色
帯
 

て
安
全
を
見
き
わ
め
て
か
ら

（
 

（
池
な
ど
、
方
々
の
池
沼
で
姿
 
の

カ
モ
類
と
見
分
け
る
こ
と
 

』
 

V 期資金 八 
、―一――ー特別保証 ―A 

1. 保証対象 県内に主な事業所を有する中小企業者 

2． 実施期間 昭和52年 2月1日から 

昭和52年 5月31日まで 

ー 	Iノ’、 ”ー ノv」 Iー」 	ー ー I 」 ’～ 」 	 ・、  

(4）保証形式 手形貸付、証書貸付および手形割引の保証 

(5）返済 方法 一括払、または割賦償還 

(6）貸付利率および保証料率 

貸付利率 取扱金融機関の所定利率 

保証料率 年率1.06% 

(7）保証人および担保 

保証人は原則として 1名以上とし、必要に応じて担保を徴 

する。 

(8）受付場所 取扱金融機関および青森県信用保証協会本 

部、支所 

3， 保証条件 

(1）使金の使途 運転資金 

(2）保証金額 一企業につき個人、会社 1,000万円以内 

組 	合 3,000万円以内 

ただし組合が組合員に転貸する場合は一組合員1,000万円

以内とし、その組合に対する保証限度額は7,000万円以内

とする。 

(3）保証期間 6カ月以内 

市
政
ダ
イ
ヤ
ル
 

市
政
に
つ
い
て
の
 

行
事
や
予
定
は
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望
す
る
方
は
市
都
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計
画
課
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さ
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。
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B
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、
全
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（
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戸
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王
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米
 

／
 
課

税
台
帳
の

縦
覧
を
 
J
 

／
 

ー
固
定
資
産
廿
し
 

市
税
務
課
は
、
固
定
資
産
課

税
台
帳
を
次
の
日
程
に
よ
り
縦

覧
に
供
し
ま
す
の
で
、
関
係
者

は
各
自
の
固
定
資
産
課
税
台
帳

を
縦
覧
し
、
登
録
さ
れ
た
事
項

を
確
認
し
て
下
さ
い
。
 

こ
れ
は
、
固
定
資
産
の
評
価

額
な
ど
、
五
十
二
年
度
の
固
定

資
産
税
と
都
市
計
画
税
の
税
額
 

「
あ
す
な
ろ

国
体
」
の
開
催

に
あ
た
り
、
そ

の
成
功
を
願
う

と
と
も
に
、
急

変
す
る
社
会
情

勢
の
な
か
で
、
 

生
活
に
密
着
し

た
社
会
教
育
の

課
題
を
明
ら
か

に
し
ま
す
。
 

△
と
き
 
一
一

月
二
十
三
日
（
 

水
）
 

市
民
文
化
会
館
 

市
中
央
公
民
館
 

当
日
は
、
 「
あ
す
な
ろ
国
体
 

」
の
参
加
と
県
民
運
動
の
進

め
方
に
つ
い
て
」
 
な
ど
、三
つ
 
 

の
算
定
の
基
礎
と
な
る
も
の
で

す
か
ら
、
と
く
に
昨
年
中
に
家

屋
を
新
増
築
し
た
り
、
土
地
を

取
得
さ
れ
た
方
は
必
ず
縦
覧
し

ま
し
ょ
ら
ノ
。
 

な
お
、
登
録
さ
れ
た
事
項
に

不
服
が
あ
る
場
合
は
、
縦
覧
期

間
の
初
日
か
ら
末
日
後
十
日
ま

で
の
間
に
固
定
資
産
評
価
審
査
 

の
分
科
会
に
分
か
れ
て
研
究
協

議
す
る
ほ
か
、
 「
あ
す
な
ろ
国

体
を
迎
え
て
の
県
民
の
心
が
ま

え
」
と
題
し
、
県
教
委
社
会
教

育
課
長
須
郷
信
夫
氏
の
講
演
も

あ
り
ま
す
。
社
会
教
育
関
係
者
 
 

委
員
会
に
審
査
の
申
し
立
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

A
期
間
 
三
月
一
日
ー
三
月

二
十
日
ま
で
 

▲
場
所
 
市
税
務
課
（
本
庁

三
階
）
 

▲
時
間
 
平
日
午
弧
八
時
半
 

ー
午
後
四
時
十
五
分
ま
で

土
曜
日
午
前
八
時
半
ー
正
午

ま
で
 

多
数
の
出
席
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
 

な
お
、
詳
し
く
は
、
市
教
育

委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
 

1
v
 

コ
埋
葬
場
所
使
用
 
J
 

F
の
受
付
け

（
墓園
）L
 

長
者
森
平
和
公
園
 

永
代
使
用
料
一

一
〇
、
〇
〇

〇
円
は
申
請
受
付
時
に
内
金
と

し
て
六
〇
、
〇
〇
〇
円
納
入
し
 

て
い
た
だ
き
、
引
渡
時
に
残
金

五
〇
、
〇
〇
〇
円
を
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
 

な
お
今
月
十
五
日
か
ら
受
付

を
開
始
し
て
お
り
ま
す
の
で
希
 

気西北手社会教育振興大会、 
言 しー一」あすなろ国体』を迎えて一 
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改正決定内容 

最低賃金額 1 日L900円 

1日の所定労働時間が当該事業場の一般労

働告の所定労働時間より短、、者又は賃金の大

部分が時間によって定められている者につい

ては、嶋間238円 

(1） 精皆勤手当、② 通勤手当、(3） 家族手当、(4） 臨 

時に支払われる賃金、(5) 1カ月を超える期間ごとに支 

払われる賃金（賞与、期末手当など）、(6） 時間外労働 

・休日労働に対して支払われる賃金及び深夜労働に対す 

る割増部分の賃金 

●照会、相談は◆青森労働基準局賃金課（電話 34-4111) 

◆五所川原労働基準監督署 

ただし、次に掲げる賃金は、最低賃金額の算定には含

まれておりません。 

実施年月日 昭和51年12 月22 日 

青森労働基準局 

昭和51年1月10日より実施されでいた青森県最低賃金（1 
日 1,650 円）が次のとおり改正されましたのでお知らせい

たします。 

\_____ tJ繋気二 

1
善
銀
に

預
託
ー

ー
 

F
鉢
・
町
 振
興
組

合
ー
 

本
町
商
店
街
振
興
組
合

（原

幸
三
郎
代
表
）
は
、
さ
る
二
月

二
日
、
県
善
意
銀
行
五
所
川
原

支
店
に
現
金

一
万
二
千
六
百
円

を
預
託
し
ま
し
た
。
 

店
主
と
従
業
員
と
の
親
睦
を

は
か
る
た
め
開
い
た
、
新
年
レ

ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
大
会
の
際
行

な
っ
た
募
金
を
預
託
し
た
も
の

で
す
。
 平

和
商
会
で
 

ー

ノ
ー
ト
贈
る

l
 

市
内
湊
「
平
和
商
会
」
 
（代

表
平
山
薫
さ
ん
）

は
、
こ
の
ほ

ど
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
ノ
ー
 

ト
千
七
十
冊
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
 

税
の
相
談
は
 

ー
お

気
軽

に
 

今
年
も
贈
与
税
や
所
得
税
の

申
告
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
が
、
 
「贈
与
税
の
計
算
は
ど

の
よ
う
に
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
 

」
と
か
「
土
地
を
売
っ
た
が
申

告
の
し
か
た
が
わ
か
ら
な
い
。
 

」
な
ど
、
税
金
に
つ
い
て
の
相

談
が
多
く
な
っ
て
き
ま
す
。
 

こ
ん
な
と
き
は
、
迷
わ
ず
税
 

務
相
談
室
を
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
 

仙
台
国
税
局
税
務
相
談
室
で

は
、
専
門
の
担
当
者
が
、
納
税

者
の
み
な
さ
ん
の
税
金
に
関
す

る
相
談
や
苦
情
に
対
し
て
親
身

に
な
っ
て
そ
の
解
決
に
当
っ
て

い
ま
す
。
 

相
談
は
、
無
料
・
と
く
名
の

ほ
か
、
電
話
や
手
紙
で
も
結
構

で
す
。
 

仙
台
国
税
局
税
務
相
談
室

仙
台
北
税
務
署
内
一
一
程
証
か
七

ま
た
、
税
務
相
談
室
の
ほ
か
、
 

各
税
務
署
で
も
相
談
で
き
ま
す

の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
 

国
体
は
 
ぼ
く
と
あ
な
た
の
 
市
民
の
輪
 

蕪
鷺
蕪
難
舞
難
難

競繊
難
舞
難
難
鍵籍
一
 

画
 

折
得
脱
は
、
毎
年
一
月
一
日
 
配

偶
者
控
除

（
二
十
六万
円
）
 
万
円
を

超
え
る
人
は
申
告
の
必
 
四

月
十
六
日
以
降
は
年
十
四
・
 
「
 

画
 
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
 
扶
養

控
除
（
一
人
に

つ
き
一
十
 
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
 
「確
 
六
％

（
日歩
四
銭
）
の
延
滞
税
 
「
 

画
 
一
年
間
に
得
た
所
得
と
税
金
を
 
六
万
円

）
社
会
保
険
料
、
生
命
 
定
申

告
を
す
れ
ば
戻
る
人
」
 
サ
 
が
か
か
り
、
確
定
申
告
書
は
無
 

「
 

～
 
自
ら
和
算
い
、
細
和
す
か
制
度
 
保
険
料

控
除
額
の
合
駄
ょ

り
 
ラ

り
ー
マ
ン
で

年
末
調
整
を
し
 

申
告
加
算
税
＼
本
税
の

一
〇
％
)
<
 

画
 
を
と
り
、
こ
れ
を
所
得
税
の
確
 
多
い

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

て
精
算
し
て
い
る
人
で
も
雑
損
 
が
か
か

り
ま
す
。

一
度
に
納
税
 
画
 

、
 
定
申
告
と
呼
ん
で

い
ま
す
o
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
毎
月
の
 
控
除

や
医
療
費
控
除
、
住
宅
取
 
で

き
な
い
場
合
、
第
三
期
分
の
 
画
 

一
を
羅
雑戴
「銘
舞
 
所
得
税
の
確
定
申
告
は
お
早
目
に
 
H
蔵
隻
響
馴
熱
m
一
 

》
 
柳
袈
場
合
篇

姦
綴
か
 

給
与
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
、年
 
得

控
除
准
違

mる
人
嘩
 
三
十
一

日
ま
で
延
納
で
は
博
。
一

竺
馴

名
宗
か
記
劃

を
 
末
調
整
で
精
算
し
て
い
る
の
で
 
告
に
よ
って
税
金
が戻
る
の
で
 

た
で
し
、年
声
二
％
（
日

》
 

？
 
戻
し
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
、
 

大
部
分

の
人
は
確
定
申
告
を
す
 

確
か
め
る
必
要
が
あ
る
し
自
営
 

歩
二
銭
）
の

利
子
税
が
か
か
り
 
」
 

「
 
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
 

る
必
要
は
な
い
が
給
与
の
収
入
 
業

者
で
予
定
納
税
を
し

て
い
る
 
ま
す
。

振
扶
納
税
手
続
き
、
し
 
～
 

「
 
ま
で
税
務
署
提
出

に
な
っ
て
い
 
が

一
千
万
円
を
超
え
る
人
や
給
 
人
で
事
業

の
不
振
や
廃
業
で
確
 
て
い

る
方
は
振
替
納
税
用
納
付
 
」
 

（
 
ま
す
o
所
得
を
出
す
に
は

一
年
 

与
を

ー
カ
所
か
ら
も
ら
っ
て
い
 

定
申
告
の
必
要
が

な
く
な
っ
た
 
書
に
所

定
要
項
を
記
入
し
申
告
 
｝
 

〈
 
間
の
収
入
豪
か

ら
そ
の
収
入
 

る
人
で
給
与
以
外

の
所
得
が
二
 
人
で
す

o
 

書
に
添
え
て
税
務
署
に
提
出
す
 
）
 

（
 
金
額
を
得
る
た
め
に
必
要
な
経
 

十
万
円
を
超
え
る
人
の
ほ
か
、
 

な
お
、
 
「確
定
申
告
と
納
税
 

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

）
 

叫
 
費
を
差
引
い

て
計
算
し
ま
す
。
 

給
与
を
ニ
カ
所
以
上
か
ら
も
ら
 

」
は
三
月
十
五
日
ま
で
と
な
っ
 

（五
所
川
原
税
務
署
）
 
)
 

『 
匡世」「I 

回冥回
旦馴旦 
~回回回 

お
 
し
 
ら
 
せ
 

ク路
上
駐
車
は

や
め
て
）
 

除
雪

や
消
防

活
動
に

支
障
 

』
 

降
雪
時
に
道
路
上
に
駐
車
し
  

に
は
消
防
車
や
救
急
車
も
通
れ

て
あ
る
と
除
雪
作
業
や
消
防
活
 
ま
せ
ん
。
 

動
の
支
障
に
な
り
ま
す
。
 

除
雪
作
業
中
損
害
を
生
じ

て
 

市
で
は
道
路
の
除
（
排
）
雪
 
も

市
は
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す

作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
路
 
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
御
協

上
に
駐
車
し
て
あ
る
と
除
雪
車
 
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

が
通
れ
ま
せ
ん
。
 

五
所
川
原
市
豪
雪
対
策
本
部
 

し
た
が
っ
て
除
雪
作
業
が
は
 

五
所
川
原
市
消
防
署
 

か
ど
ら
ず
に
お
互
い
の
市
民
生

活
を
一
層
不
便
な
も
の
に
し

て

お
り
ま
す
。
さ
ら
に
非
常
の
際
 

（第3種郵便物認可、 ‘ 	 広報ごしょがわら 	 昭和52年（1977年）2 月15日（394号） ④ 

広
報
紙
の
早

期
配
布
に
ご

協
力
願
い
ま

す
 


	001
	002
	003
	004

